
令和３年度第２回相生市総合教育会議会議録

１ 開会

２ 市長挨拶

年末の大変お忙しいところ、総合教育会議に全員ご出席をいただき、誠にありが

とうございます。

また、各委員には平素より相生市の教育行政にご尽力いただき誠に感謝いたして

おります。

さて、相生市での新型コロナウイルス感染症の発生状況につきましては、市民の

皆様の「マスク、手洗い、三密回避」へのご協力とワクチン接種へのご理解により、

１０月３０日以降に新たな感染者は発生しておりません。

しかし、感染力の強いとされる新たな変異株も発生しております。引き続き感染

対策を行いながらですが、市民の皆様が従来の社会生活や賑わいを取り戻し、子ど

も達が思い切り学校生活を行えるよう、市としても出来る限りの取組を引き続き行

ってまいりたいと考えております。

日 時 令和 3年 12月 15日（水）14時 00分から 15時 00分
会 場 市役所 ３階 議員控室

出 席 者 谷口 芳紀 市長

浅井 昌平 教育長

萩原 喜樹 教育長職務代理者

小西 毅 教育委員

栗原 英子 教育委員

西田 香子 教育委員

説 明 員 玉田 直人 企画総務部長

宮崎 義正 教育次長（管理担当）

山本 哲也 教育次長（指導担当）

佐原 正樹 管理課長

木本 博子 学校教育課長

桑名 雅彦 生涯学習課長

平松 孝夫 体育振興課長

横山 和彦 人権教育推進室長

富田 大三 管理課副主幹（書記）

傍 聴 者 なし



今後は３回目のワクチン接種をはじめ、市民の皆様がより安心できる状況を確保

できるよう、国・県・医師会などへも引き続き積極的な働きかけをさせていただき

ます。今しばらくご理解とご協力をお願い致します。

また、現在、令和４年度から１０年間を計画期間とする第２次相生市教育振興基

本計画の策定を進めていただいております。現在のような感染症のパンデミックに

よる社会の激変や自然災害など予測が困難な状況にあっても、変化に的確かつ柔軟

に対応できる人づくりを進めることができるよう「相生の教育」の指針づくりをよ

ろしくお願い致します。

この総合教育会議は、今後の相生の教育についての大きな方向性を決定する会議

であり、非常に重要な場であります。各委員の忌憚の無い意見交換や今後に向けて

の調整をさせていただきたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。

３ 協議事項

（１）相生市教育振興基本計画の改定に伴う大綱の取り扱いについて

管理課長

会議資料の２ページをご覧願います。

協議事項（１）相生市教育振興基本計画の改定に伴う大綱の取り扱いについて、

ご説明申し上げます。

本市では、相生市教育振興基本計画を教育の大綱に代えております。現在の相生

市教育振興基本計画は、令和４年３月に改定されますので、新たな計画を引き続き

教育の大綱に代えることついて、あらかじめご協議をお願いするものでございます。

３ページをお開き願います。

大綱につきましては、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１条の３

の規定により、市長が市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱

を定めるとされております。同条第２項では、大綱を変更しようとするときは、あ

らかじめ総合教育会議において協議すると規定されております。

また、文部科学省より、教育振興基本計画を定めている場合は、総合教育会議に

おいて、協議・調整し、教育振興基本計画をもって大綱に代えることと判断した場

合には、別途大綱を策定する必要はないと示されております。そのため、あらかじ

めご協議をお願いするものでございます。

それでは、第２次相生市教育振興基本計画（案）につきまして、ご説明いたしま

す。

資料４ページをご覧願います。

「１ 計画の改定方針」についてですが、現行の計画は、「相生の子どもたちの

将来に幸せを贈る教育の創造」を基本目標に掲げ、教育施策に取り組んでまいりま

した。この計画が令和３年度で満了するため、第２次相生市教育振興基本計画の策

定について、相生市学校教育審議会と相生市社会教育委員会議に諮問を行いました。

審議会では、これまでの取組や目標に対する成果と課題について検証がなされ、「相



生の教育」の創造が順調に進んでいることから、この「相生の教育」を継承し、発

展的に推進することと、国・県の教育振興基本計画と市の総合計画を参酌し、計画

を改定する方向性が示され、答申をいただき、それに基づき計画案を策定しており

ます。

このことにより、施策体系や、取組事項の組み替えや、社会情勢の変化による新

たな取り組み事項を加え、改定を進めております。

「２ 第２次相生市教育振興基本計画の概要」についてですが、（１）基本目標

は、これまでの「相生の教育」を更に推進し、めまぐるしく変化する時代において

も、未来を切り拓く力を持った人づくりを行い、また、誰もが人とのつながりを活

かしながら、絆をひろげていくことを目指し、「未来を拓き 絆ひろがる 「相生

の教育」の推進」としております。（２）「基本方針」については、大きな方向性と

して、学校教育分野も生涯学習分野も順調に進んでおり、現行方針を継承していく

ことで施策を進めていくことができると確認されているため、変更はございません。

（３）計画期間は、令和４年度から令和１３年度の１０年間であります。

５ページをお開き願います。

３ 施策体系は、これまでの取組の成果と課題、社会潮流、国・県の教育振興基

本計画や相生市の総合計画を参酌し、取りまとめを行いました。５ページ、学校教

育分野の第２次計画では、７つの施策と２３の取組事項を掲げております。主な変

更点は、６ページの第１次計画の施策１－５「学校給食の充実と食育の推進」を５

ページの第２次計画では、施策１－４「健やかな体の育成」の、取組事項「③食育

の推進」としたこと。また、６ページの第１次計画、施策１－６「教職員の資質の

向上」と施策１－７「地域に開かれた特色ある学校づくり」を５ページ、第２次計

画、施策１－５「学びを支える体制の充実」として、新たな施策に取りまとめたこ

となどであります。

７ページをお開き願います。

生涯学習分野の第２次計画では、５つの施策と１１の取組事項を掲げております。

これまでは８ページのとおり、９つの施策と１４の取組事項がございましたが、こ

ちらも国・県の計画や市の総合計画との整合を図るなど、生涯学習・人権教育・体

育振興の各分野に施策を組み替えております。

この第２次相生市教育振興基本計画（案）は、現在大綱に代えている現行の相生

市教育振興基本計画により進められてきた「相生の教育」を更に推進していく計画

であります。

事務局としては、この計画を令和４年度からの教育の大綱に代えさせていただき

たいと考えておりますので、ご協議いただきますようお願いいたします。

説明は以上でございます。

教育次長（管）

只今の説明について、ご協議をいただきます。質疑も含めてお受けいたします。



谷口市長

私は、第２次の相生市教育振興基本計画が、法の趣旨をしっかり踏まえておりま

すし、現在の計画を継承し、発展的に推進していく計画であることが確認できまし

たので、これを大綱に代えることが望ましいと考えますが、皆さんいかがですか。

萩原教育長職務代理者

第２次相生市教育振興基本計画については、学校教育審議会と社会教育委員会議

に諮問して、審議いただき、答申したものを教育委員会として策定するものである

ため、この教育振興基本計画を大綱に採用いただくことに、異議はありません。

教育次長（管）

他にご意見はございますでしょうか。

他にご意見がないようですので、総合教育会議として、第２次相生市教育振興基

本計画を相生市の教育の大綱に代えることについて、ご承認いただいたということ

でよろしいでしょうか。

市長及び教育委員

異議なし

教育次長（管）

ありがとうございました。ただいまいただきましたご意見等を尊重し、大綱とす

る計画の策定を進めてまいります。

３ 協議事項

（２）相生市の教育に関する重点施策について

ア 令和４年度の重点施策について

管理課長

９ページをご覧願います。

令和４年度の重点施策については、相生市教育振興基本計画に基づき推進してい

く施策でございます。今回ご協議をいただく重点施策は６点ございます。これらの

施策について、各担当課長よりご説明申し上げます。

（管理課より機構順に事業概要説明）

管理課 「相生市立小中学校適正配置計画策定事業」

学校教育課 「相生型ハイブリッド学習の推進」「地域の絆を深める ながら見守

り８３５（ハチサンゴー）推進事業」

生涯学習課 「読書活動の推進（読書通帳の導入）」

体育振興課 「市民体育館バリアフリー化事業」



人権教育推進室 「ケータイ・スマホ教室」

管理課長

令和４年度重点施策の各事業の説明は以上となります。これらの事業により、大

綱の推進を図ってまいりたいと考えております。説明は以上です。

教育次長（管）

只今の説明について、ご協議をいただきます。質疑も含めてお受けいたします。

栗原委員

読書通帳事業についてですが、近隣市町で導入しているところはあるのですか。

また、効果についてはどうですか。

生涯学習課長

近隣では、赤穂市の図書館が導入しております。効果については、赤穂市には確

認はしておりませんが、他市町の導入事例の調査では、登録者数が増加する等の効

果を確認しております。

教育次長（管）

それでは、３ 協議事項（２）のア 令和４年度の重点施策について、ご了承い

ただいたということでよろしいでしょうか。

市長及び教育委員

異議なし

教育次長（管）

只今いただきましたご意見等を尊重し、令和４年度の事業を進めてまいります。

４ 意見交換

教育次長（管）

総合教育会議は市長と教育委員会が、教育に関する諸条件整備や重要施策につい

て協議や意見調整を行っていただく会議となっております。

これからの相生市の教育について、まず、各教育委員より所感をお聞かせいただ

きたいと思います。それから、市長の教育に関する所感をお聞かせいただき、その

後、市長と各委員による自由意見交換を行っていただきたいと考えております。

それでは、萩原教育長職務代理よろしくお願いします。



萩原教育長職務代理

昨年度からコロナ禍になり、教育現場に行く機会が少なくなってきています。学

校現場や教育委員会各課においては、大きな制約がある中で感染防止を徹底しなが

ら、今年度も施策の実現に向けてがんばってくれたと思っています。これも市の教

育委員会への手厚い配慮の賜物だと感じております。特にＩＣＴ関連整備について

は、迅速な措置により整備いただいたこと市長に感謝を申し上げます。

また、コロナ禍において子どもたちが安心して過ごせるような感染防止対策とし

ての環境整備や教育関係者への夏休みのワクチン接種を前倒しで実施いただき、重

ねてお礼を申し上げます。

このような一年でありましたが、教育に求められている課題が多くある中で、来

年度からの第２次相生市教育振興基本計画において、ＩＣＴを活用した学習を充実

させ、さらに来年度以降、相生の教育の推進に向けての取り組みが始まるため、私

たちも努力していかないといけないと思っています。

一方で、このコロナ禍において、今までの教育を立ち止まって考えないといけな

いとも感じます。例えば、多くの行事がありますが昨年度から行事の精選がなされ

たり、内容を今一度見直されたりしておりまして、私自身も実施方法を考えさせら

れることがありました。このコロナ禍がひとつのいい機会であったと捉えて、行事

のスリム化も含めた見直しの機会にしていただきたいと感じております。以上です。

教育次長（管）

次に、小西委員よろしくお願いします。

小西委員

コロナ禍の子どもたちの様子を見ていて、思ったことがあります。子どもたちは、

いつも手に持っているのが「携帯」と「携帯ゲーム機」と「タブレット」になって

いて、三種の神器のように持ち歩いています。ここまでデジタル化が進んでいるの

かと感じるところであります。

また、世の中全体でＤＸ化が進み、企業では必ずプログラマーのようなパソコン

が得意な人を雇う傾向が進んでいます。こういう時代において、先生はこれを教え

ないといけないので、教育現場は今までの教え方と全然違ってきて、本当に大変だ

と思います。教える先生方の助けとなるようなことが重要ではないかと思いますの

で、お願いします。

次に「ながら見守り８３５」についてですが、私が散歩しているときには、すれ

違う人に対して、無視されても声をかけています。毎日、会っていると挨拶をして

くれるようになったりもしますが、なかにはびっくりされることがあります。もし

かしたら８３５だけでは、あいさつ運動に結び付いていないかもしれないとも感じ

ますので、何かプラスしながら挨拶しようという機運を高めてもらいたいと思いま

す。以上です。



教育次長（管）

次に、栗原委員よろしくお願いします。

栗原委員

１年半以上コロナ禍が続く中で、子どもたちの生活も変わってどうなんだろうと

思っていましたが、子どもたちはそれなりになじんで、大きな問題も起きずに子ど

もたちは穏やかだったのかなと思って安心しております。

子どもたちが持っているものとして、防犯ブザーがありますが、こういった物を

持たなくても過ごせる世の中になったらいいなと思っています。

様々な行事が縮小しているなかで、みんな溜まっているものを出したいと思って

いると思うので、解放してあげる方法を見つけてあげてほしいと思います。

教育次長（管）

次に、西田委員よろしくお願いします。

西田委員

コロナ禍ですが、今年は観客半分のなかで文化祭に参加させていただきました。

相生市では、文化祭を１カ月もの間開催いただいているので、本当に文化を保護さ

れているなと感謝しています。他市ではスプリングカルチャーフェスティバルとし

て１日か２日、さらには文化祭はないというところもある中で、相生市では各団体

が１日かけて参加させていただけることがありがたいと思っております。

十数年前に伝統文化として、踊りを子どもたちに教えたことがあります。興味を

持ってくれるか心配していましたが、お休みすることなく子どもたちは興味を持っ

て取り組んでくれました。子どもたちは日本の文化を受け入れてくると実感したの

で、子どもが小さい時に見ていると覚えていると思うので、こういった伝統文化に

触れる機会があればと感じています。

あとＩＣＴですが、私の孫も小さい時からパソコンのおもちゃで遊んでいます。

こんな年齢からパソコンに触れている子どもに教える先生たちは本当に大変だと

思うので、先生方の負担が和らぐような環境をお願いします。

教育次長（管）

それでは、市長よろしくお願いします。

谷口市長

私は、常々申しておりますが、「まちづくり」の基本は「人づくり」にあると考

え、これまで教育施策に重点を置いた市政運営を進めさせて頂いております。

そういったなかで、相生市の今後の教育につきまして、私の考えを３点申し上げ

ます。



１点目でございますが、コロナ禍にあっても、子どもたちが夢や希望を抱き、学

ぶことができる環境を整えることが必要だと考えます。

新型コロナウィルス感染拡大により、学校のＩＣＴ化が急速に進み、市といたし

ましても、子ども達のＩＣＴ環境の充実に必要な予算を集中的に投入させていただ

いております。

これからは、相生の子どもたちが、ＩＣＴによる恩恵を十分に享受できるよう、

従来の体験を通じてしか得られない学びを基本に、ＩＣＴを活用し、今まで以上に

深い学びが出来るよう、創意工夫のある取り組みを引き続き進めていただきたいと

思います。

また、全国的にはインターネットを通した事件やいじめが頻発しております。Ｉ

ＣＴ化が進んでも、他者への思いやりを持った行動ができるよう、知・徳・体バラ

ンスの取れた教育が必要だと考えますので、家庭と学校現場と教育委員会が一体と

なった取組を進めていただきたいと思います。

２点目でございますが、このコロナの時代において、あらゆる市民の皆様が安全

で安心して学び、芸術文化に触れたり、体を動かしたりすことができる環境を整え

ることが求められていると考えます。

そこで、文化会館、公民館、図書館等において、多様な文化芸術活動が行えるよ

う、また、更なる利用促進が図れるような取り組みを検討していただきたいと思い

ます。

体育施設については、子どもから高齢者まで、障害の有無にかかわらずスポーツ

に親しめるよう、計画的な施設改修について検討をお願いしたいと思います。

３点目でございますが、令和４年度から、第２次相生市教育振興基本計画がスタ

ートします。この計画には、小中学校の適正配置に関して、学校が地域コミュニテ

ィの核として果たす役割について触れられています。この方針に基づき、小中学校

の適正配置については、児童生徒数の推移だけではなく、保護者や地域の方々のご

意見をいただきながら、子どもたちや地域住民にとって、より良い配置となるよう

検討を進めていただきたいと思います。

私は、市政運営を行ううえで、教育施策の充実は極めて重要だと考えております。

これまで、各教育委員の皆様のご尽力により、相生市は先進的で充実した教育の

取り組みを行うことができており、大変ありがたく感謝をいたしております。

各委員の皆様の教育行政のみならず市政全般に対するご協力に、衷心よりお礼申

し上げます。今後ともよろしくお願い申し上げます。

教育次長（管）

ありがとうございました。各委員と市長の所感をお聞かせいただきました。

それでは、意見交換を行っていただきたいと思います。どなたからでも結構です。

先ほどの協議事項に関するご意見も含めよろしくお願いします。



谷口市長

先ほど、萩原委員よりコロナ禍の今、一度立ち止まって、色々なことを考えるい

い機会にしたらどうだというご意見がありましたが、そのとおりだと思います。

萩原教育長職務代理者

やはり前例で進むことが多いですが、こういった状況なので現場も工夫してやっ

ていく中で、半日であっても運動会ができたなどということがありました。他のこ

とに関しても一度考える機会にすれば、深みやゆとりのある教育活動ができるので

はないかと思います。

谷口市長

子どもたちに挨拶すると無視されるということがあるのですか。

小西委員

無視されても仕方がないとも思いますが、挨拶するとびっくりされることがある

ので、挨拶するまちなんだという機運にしていきたいと思います。

栗原委員

読書通帳事業についてですが、学校図書との連携はあるのですか。

生涯学習課長

相生市では導入の計画段階であり、未定ですが、他市町では学校図書と連携して

いる事例もございます。

谷口市長

子どもたちは全員防犯ブザーを持っているのですか。

教育次長（指）

防犯ブザーの取得方法については、ＰＴＡに購入いただいたり、ランドセルにつ

いていたりと様々ですが、小学１年生では１００％持っています。

萩原教育長職務代理者

ＰＴＡが寄附してくれることが多かったような気がします。

谷口市長

今後もコロナは心配ですが、減少傾向にあるのでこのまま収まってほしいと願っ

ている。



浅井教育長

学校現場では、市長に夏休み中の教職員へのワクチン接種をしてしていただきま

したので、安心につながりました。また、子どもたちも８割程度が接種している状

況にあります。

谷口市長

他にないでしょうか。

全委員

ありません。

教育次長（管）

今後の相生市の教育に関し、ご意見をいただきありがとうございました。

今回いたただきましたご意見を踏まえ、事務局といたしまして関係部とも協議を

行い検討させていただき、更なる取り組みを進めさせていただきたいと考えます。

それでは、本日の協議事項はすべて終了いたしました。閉会にあたり浅井教育長

よりご挨拶をお願いいたします。

浅井教育長

《閉会の挨拶》

令和３年度第２回相生市総合教育会議を終了


